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 ２ キラかん　５月のイベントを紹介 10 社会福祉協議会だより

 ３ 春の全国交通安全運動を実施 12 教育のひろばがスタート

 ４ 町新議会議員を紹介します 15 町のわだい　17区が２連覇！福島地区運動会

 ６ 手話言語条例が制定 19 いきいきクラブ活動紹介 　 甘楽町弓道愛好会 　

content.

キラッとかんら安心のまち

清らかな鈴の音が美しく響く　笹森稲荷神社浦安の舞
名勝楽山園歓迎民俗芸能演舞（関連記事は２ページ）



朝採りのタケノコなど春の味覚を堪能

タケノコのお
にぎりが

とてもおいし
い！

　

甘
楽
ふ
る
さ
と
館
で
恒
例
の
「
タ
ケ
ノ
コ
の
大
名
焼
き
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
最
初
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
の
２
日
間
に
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。　
　

　

参
加
者
は
轟
み
そ
が
か
か
っ
た
焼
き
た
て
の
タ
ケ
ノ
コ

や
ニ
ジ
マ
ス
の
塩
焼
き
な
ど
を
味
わ
い
な
が
ら
、
手
品
や

南
京
玉
す
だ
れ
の
実
演
な
ど
を
楽
し
み
、
甘
楽
の
春
を
満

喫
し
ま
し
た
。

５月３・4日タケノコの大名焼き
タケノコを丸焼きに

皮をむいてカット

特製みそダレをかけて
召し上がれ！

❷❷

❸❸

→ 

か
ん
ら
南
京
玉
す
だ
れ
芸
友
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
多
彩
な
芸
の
披
露

←↑ 白倉神社 太々神楽保存会
　　「天

あめのみなかぬしのかみ

御中主神」（左写真)と
　　「稲

いなりだいじん

荷大神」

町発足60周年記念事業・プレＤＣ町発足60周年記念事業・プレＤＣ

名勝楽山園歓迎民俗芸能演舞名勝楽山園歓迎民俗芸能演舞　25・26日
５月18・19日

 参加団体： 笹森稲荷神社 浦安の舞保存会／天引獅子舞保存会／
白倉神社 太々神楽保存会／大山神楽保存会／那須獅
子舞保存会／稲含神社 太々神楽連

笹森稲荷神社浦安の舞保存会「扇舞」

❶❶

天引獅子舞保存会「綱
つながか

掛り」
　町内の民俗芸能６団体の皆さんが、名勝楽山園内
で獅子舞や神楽を披露して来園者を歓迎し、町発足
60周年記念事業・群馬プレデスティネーションキャ
ンペーンを盛り上げました。

キラッと輝く甘楽の春
５月のイベントを紹介します
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　稲含山では山開きとなり、多くの人が頂上を目指し
て山を登りました。
　稲含神社では春季例大祭が開かれ、五穀豊穣や家内
安全を祈願し、太々神楽が奉納されました。

稲
含
神
社 

春
季
例
大
祭

稲含山 山開き ５月３日

　甘楽町公式YouTube
チャンネルでは、ドローン
を使用した空撮映像や町
のイベントなどの様子を
紹介しています。

「稲含山山開き・
こいのぼりの里」

秋畑那須地区の「こいのぼりの里」では秋畑那須地区の「こいのぼりの里」では
約250匹のこいのぼりが山の谷間を優雅約250匹のこいのぼりが山の谷間を優雅
に泳ぎ、訪れた人を楽しませました。に泳ぎ、訪れた人を楽しませました。

こいのぼりの里４月７日

５月12日
▼

観光キャンペーン

甘楽町公式Y T b

甘楽町公式甘楽町公式YouTubeチャンネルYouTubeチャンネル
～甘楽の魅力を動画で紹介～

「
蚕
種
の
舞
」

ＱＲコードはこちら→

５月11日～５月20日

春の全国交通安全
　　　運動を実施

　春の全国交通安全運動が実施され、
町内各地で町交通対策協議会、交通
指導員、富岡警察署、富岡地区安全
運転管理者協議会の皆さんが交通安
全を呼びかけました。

５月13日、ドライバーに対しチラシや
啓発品を配布し、交通安全運動の周知
と安全運転を呼びかけました（道の駅甘
楽東Ｔ字路）

５月14日、県警女性警察官より横断歩
道の渡り方を学びました（福島幼稚園）

５月16日、慣れない通学路での安全な
登下校や正しい自転車の乗り方などの
指導を行い、通学時の交通事故防止を
呼びかけました（甘楽中学校）
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統一地方選

新
甘
楽
町
議
会
が
ス
タ
ー
ト

　

甘
楽
町
議
会
が
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

５
月
８
日
に
は
議
員
章
の
は
い
用
が
行
わ
れ
、
議
会
臨
時
会
で
正
副
議
長
の
選
出
や
委
員
会

構
成
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
31
年
４
月
27
日
か
ら
令
和
５
年
４
月
26
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

（掲載は右から左に議席順・敬称略）
（年齢は選挙期日現在）

議
長
に

　

富
岡
朝
男
さ
ん

副
議
長
は

　

相
川
忠
夫
さ
ん

４/21 町議会議員選挙

山
田  

光
男

61
歳
・
小
幡

　
（
１
期
目
）

　

令
和
の
元
号
の
ス
タ
ー
ト
と
と
も
に
新
議
員
と
し

て
お
世
話
に
な
り
ま
す
。「
ダ
メ
と
思
う
な
」を
基
本

理
念
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
聞
き
、
一
つ
の
課

題
に
対
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
考
え
、
よ
り

良
い
甘
楽
町
の
た
め
に
働
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

副議長

横
尾   

稔

59
歳
・
白
倉

　
（
１
期
目
）

　

地
域
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
町
民
、

自
治
体
が
、
民
間
企
業
の
持
つ「
外
に
売
り
込
む
力
」を

学
び
交
流
す
る
場
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
人
口
の
減

少
は
将
来
的
に
不
安
が
広
が
り
ま
す
が
、「
生
活
の
質

を
落
と
さ
な
い
」元
気
な
町
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

相
川  

忠
夫

70
歳
・
福
島

　
（
２
期
目
）

　

選
挙
戦
も
無
事
終
わ
り
、
２
期
目
の
ス
タ
ー
ト
を

切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

目
線
に
立
ち
、開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、地
方
創
生
、

人
口
問
題
な
ど
に
し
っ
か
り
取
り
組
み
、
将
来
世
代

の
た
め
、
安
心
・
安
全
な
町
づ
く
り
に
邁
進
し
ま
す
。

富
岡  

朝
男

68
歳
・
善
慶
寺

　
（
３
期
目
）

　

人
口
減
少
問
題
を
考
え
な
が
ら
、
商
業
・
工
業
・

農
業
の
振
興
を
進
め
、
住
み
た
い
町
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
声
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
子
育

て
支
援
や
安
心
安
全
な
町
、
輝
く
町
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

議　長

山
﨑  

澄
子

72
歳
・
天
引

　
（
３
期
目
）

　

今
回
の
統
一
選
挙
で
久
し
ぶ
り
に
当
議
会
議
員
も

選
挙
戦
と
な
り
、
町
内
全
域
に
活
気
が
み
な
ぎ
り
ま

し
た
。
こ
の
活
気
を
源
と
し
て
、
医
療
・
福
祉
等
々

直
面
し
て
い
る
諸
課
題
に
向
け
、
心
安
ら
ぐ
町
を
目

指
し
て
力
い
っ
ぱ
い
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

や
ま 

だ　

 

み
つ 

お

よ
こ 

お　

 

み
の
る

や
ま
ざ
き  

す
み 

こ

と  

み  

お  

か  

あ  

さ　

 

お

あ  

い  

か  

わ  

た  

だ　

 

お

町政の動き
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県
議選

　

地
域
の
声
を
し
っ
か
り
と

聞
き
、
町
長
、
議
会
、
役
場

職
員
、
各
種
団
体
の
皆
さ
ま

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
み

ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
づ
く
り
の
た
め
に
全
力
で

働
き
ま
す
。
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
て
甘
楽
を
も
っ
と

も
っ
と
い
い
町
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
！

牛
木 

義
さ
ん

　
　
　

初
当
選

無
投
票
当
選

４/７

吉
田  

恭
介

25
歳
・
小
幡

　
（
１
期
目
）

　

日
々
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
皆
さ
ま
が
安

心
し
て
暮
ら
し
や
す
い
町
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。
若
さ
を
い
か
し
て
、
今
だ
か
ら
で

き
る
こ
と
、見
え
る
視
点
で
、明
る
く
元
気
に
情
熱
を
持
っ

て
頑
張
り
ま
す
！
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

白
石  
豊
樹

63
歳
・
善
慶
寺

　
（
１
期
目
）

　

甘
楽
町
を
伝
統
と
文
化
を
大
切
に
、
活
気
あ
ふ
れ

る
町
に
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
住
民
の
皆
さ
ん
の
声

を
お
聞
き
し
、
意
見
や
思
い
を
し
っ
か
り
受
け
止
め

ま
す
。
そ
し
て
、
皆
さ
ん
の
た
め
に
で
き
る
提
案
を

行
い
、改
善
と
実
行
を
力
強
く
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

金
田  

倍
視

70
歳
・
金
井

　
（
２
期
目
）

　

人
口
減
少
の
対
策
と
し
て
、
皆
さ
ま
の
意
見
を
反
映

し
、
住
環
境
を
整
備
し
、
住
民
に
幸
福
感
を
与
え
る
こ

と
が
大
事
で
す
。
そ
の
た
め
の
企
業
誘
致
、
地
域
産
業

の
活
性
、
安
心
で
き
る
子
育
て
支
援
な
ど
で
魅
力
あ
る

町
づ
く
り
を
目
指
し
、
一
生
懸
命
取
り
組
み
ま
す
。

黒
澤   

篤

60
歳
・
白
倉

　
（
２
期
目
）

　

光
り
輝
く
甘
楽
町
を
次
世
代
に
つ
な
ぎ
、
す
べ
て

の
町
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の

皆
さ
ま
の
声
を
町
政
へ
届
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
指
導
・
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中
野  

喜
久
勇

75
歳
・
小
幡

　
（
３
期
目
）

　

町
政
発
展
と
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
町
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
問
題
に
力
を

入
れ
る
と
と
も
に
優
良
企
業
の
誘
致
と
町
内
企
業
の

発
展
に
尽
く
し
、雇
用
の
増
大
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

山
田  

邦
彦

61
歳
・
福
島

　
（
８
期
目
）

　

い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の『
声
』を
キ
チ
ン
と
お
聞
き
し
、
真
面
目
に
取
り
組

み
ま
す
。
特
に
、
群
馬
県
で
一
番
高
い
国
保
税
の
引

き
下
げ
や
、
県
内
の
25
市
町
村
が
行
っ
て
い
る
学
校

給
食
の
無
料
化
・
軽
減
に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
。

堀
口　

 

博

71
歳
・
天
引

　
（
１
期
目
）

　

地
域
目
線
で
挑
戦
し
て
き
た
選
挙
で
し
た
。
地
元

の
代
表
と
し
て
、ま
た
、パ
イ
プ
役
と
な
り
、ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
出
口
で
あ
る「
通
学
道
問
題
」に
取
り
組

み
、
安
心
・
安
全
な
通
学
道
実
現
に
向
け
、
一
生
懸

命
努
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
32
歳
・
上
野
）

ほ
り
ぐ
ち    

ひ
ろ
し

し
ら
い
し  

と
よ 

き

よ
し 

だ   

き
ょ
う
す
け

か
ね 

た　

 

ま
す 

み

く
ろ
さ
わ　
あ
つ
し

な
か 

の　

  

き  

く  

お

や
ま 

だ   

く
に
ひ
こ

 

う 

し　

き

た
だ
し
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平成31年４月１日施行

　手話は、日本語とは異なる独自の体系を持つ言語であり、ろう者にとって日常
生活に欠かすことのできない大切な言葉です。
　この条例は、「手話は言語である」との認識に基づき、手話への理解の促進や、
普及、手話を使用しやすい環境の整備を行い、全ての町民が共に生きる地域社会
の実現を目指します。

●目的
　手話が言語であるとの認識に基づき、全ての町民
が共に生きる地域社会を実現することを目的として
います。
●基本理念
　ろう者やろう者以外の人が、お互いの個性を尊重
し合いながら共に生きることを基本とし、ろう者の
意志疎通を行う権利を尊重し、手話の普及を図るこ
とを基本理念としています。
●町の役割
　手話に対する町民の理解を広げ、ろう者が手話に
よるコミュニケーションがしやすい環境の整備に努
めます。また、その環境の整備にあたっては県その
ほかの関係機関と連携をして、協力して施策の推進
に努めます。
●町民の皆さんの役割
　地域社会で共に暮らす一員として町が推進する施
策に協力し、手話に対する理解の促進・普及に努め
ます。
●事業所の皆さんの役割
　ろう者が利用しやすいサービスを提供し、ろう者
が働きやすい環境の整備に努めます。
●施策の推進
　□手話に対する理解および手話の普及の促進
　□手話による情報発信および取得
　□手話による意思疎通支援
　□手話通訳者の確保および手話通訳環境の充実

聴覚障がいとは
ろう者… 音声言語を獲得する前に失聴した人。

手話を第一言語としている人がほと
んど。

難聴者… 聞こえにくいが、まだ聴力が残って
いる人。補聴器を使って会話できる
人から、わずかな音しか入らない人
までさまざまです。

中途失聴者… 音声言語を獲得した後に聞こえ
なくなった人。

　耳が「聞こえない」「聞こえにくい」ことは、
音による情報取得が困難で、周囲の出来事に
気付きにくいので、コミュニケーションも取
りにくくなってしまいます。
　また、周囲の人の理解が得られなかったり
と、日常生活や社会生活の中で不便を感じる
こともあります。一人でも多くの皆さんに手
話について理解していただき、ろう者や手話
を必要とする人が安心して暮らせる社会の実
現を目指します。

手話はみんなの言語です

手話教室（平成29年度）

甘楽町手話言語条例の概要

甘楽町手話言語条例が制定されました

■ 問合せ先　にこにこ甘楽☎（67）7655　
　　　　　　 健康課福祉係　内線602・603 よろしく お願いします

町政の動き
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介
護
保
険
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
と
き
の
食
費
や
居
住
費
の
負
担
を

助
成
す
る
制
度
で
す
。

■
対
象
と
な
る
費
用

　

次
の
施
設
で
入
所
ま
た
は
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
を
利
用
し
た
場
合
の
食
費
と
居

住
費

  

・
介
護
老
人
福
祉
施
設

  

・
介
護
老
人
保
健
施
設

  

・
介
護
療
養
型
医
療
施
設

  

・
介
護
医
療
院

■
対
象
と
な
る
人

　

対
象
と
な
る
課
税
や
所
得
の
状
況
は

下
の
表
の
と
お
り
で
、
認
定
さ
れ
る
と

「
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
」が
交

付
さ
れ
、
認
定
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る

限
度
額
以
上
の
自
己
負
担
が
助
成
さ
れ

ま
す
。

※
世
帯
全
員
と
は
世
帯
分
離
し
て
い
る
配

偶
者
も
含
み
ま
す
。

※
単
身
で
１
千
万
円
以
上
、
世
帯
分
離
し

て
い
て
も
夫
婦
で
２
千
万
円
以
上
預
貯

金
が
あ
る
人
は
給
付
対
象
外
で
す
。

■
適
用
期
間

　

令
和
元
年
８
月
１
日

　
　
　
　

〜
令
和
２
年
７
月
31
日

■
申
請
期
間

　

７
月
１
日
〜
８
月
１
日

■
持
参
す
る
も
の

　

① 

預
貯
金
通
帳
、
有
価
証
券
な
ど
の

写
し（
銀
行
名
、支
店
、口
座
番
号
、

名
義
、最
終
残
高
が
分
か
る
部
分
）

　

② 

負
債
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
こ
と

が
分
か
る
も
の
の
写
し

　

③
本
人
と
配
偶
者
の
認
め
印

※ 

現
在
助
成
を
受
け
て
い
て
、
引
き
続　

き
対
象
と
な
る
人
に
は
町
か
ら
更
新

の
通
知
と
申
請
書
を
お
送
り
し
ま

す
。

「
甘
楽
町
に
お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
に
」と

長
岡
館
長
ヘ
絵
画「
キ
ウ
イ
の
詩
」を
手
渡
す

滝
上
さ
ん（
左
）

●滝上くらさん（富岡市）
　下記の絵画３点を寄付されました。長岡今朝吉
記念ギャラリーに展示しています。

作品名 種別 大きさ 作者
キウイの詩 日本画 Ｆ40号 滝上くら 
光さす新緑の妙義山 洋　画 Ｆ10号 滝上昭雄
葉鶏頭 洋　画 Ｆ10号 滝上昭雄

介
護
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
食
費
・
居
住
費
の
負
担
を
助
成
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

     

■ 

に
こ
に
こ
甘
楽
☎(

６
７
）７
６
５
５　

健
康
課
介
護
保
険
係　

内
線
６
２
１・
６
２
２

　

介
護
保
険
事
業
に
は
、
所
得
に
応
じ
て
利
用
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

該
当
の
有
無
は
世
帯
の
所
得
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険

負
担
限
度
額
認
定
申
請

　滝上さんは元教員で福島小・甘楽三中に勤務され、
夫の故 滝上昭雄さんは、町教育長（昭和62年６月～
平成３年６月）、甘楽二中校長を務められました。

対象となる人 利用者負担
の段階

老齢福祉年金受給者で、世帯全員の住民税が非
課税の人、または生活保護受給者の人など 第１段階

世帯全員の住民税が非課税で、利用者本人の合
計所得金額＋課税年金収入額および非課税年金
（遺族年金・障害年金）の合計が80万円以下の人
など

第２段階

世帯全員の住民税が非課税で、上記に該当しない
人 第３段階

善意の紹介
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◎山﨑澄子
　（町議会議員・天引・新任）

　

令
和
元
年
度
甘
楽
町
防
犯
委
員
委
嘱
状

交
付
式
お
よ
び
研
修
会
が
５
月
15
日
に
町

公
民
館
大
会
議
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。
２

年
間
地
域
の
防
犯
活
動
に
取
り
組
む
、
５

支
部
１
３
１
人
が
防
犯
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
多
年
に
わ
た
り
委
員
を

務
め
ら
れ
た
退
任
者
７
人
に
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
富
岡
警
察
署
生
活
安
全

課
の
四し

の
み
や宮

清
光
課
長
か
ら
特
殊
詐
欺
の
現

状
と
対
策
に
つ
い
て
、
映
像
を
交
え
な
が

ら
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

秋
畑
支
部　

増
田　

馨
さ
ん

小
幡
支
部　

山
田
文
義
さ
ん

　
　
　
　
　

森
平
正
親
さ
ん

善
慶
寺
・
国
峰
支
部

　
　
　
　
　

丸
澤
秀
男
さ
ん

福
島
・
大
山
支
部

　
　
　
　
　

吉
田
藤
樹
さ
ん

新
屋
支
部　

堀
口
幸
雄
さ
ん

　
　
　
　
　

飯
野
孝
一
さ
ん

安
全
安
心
の
町
づ
く
り
〜
防
犯
委
員
を
委
嘱
〜 　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■ 

総
務
課
庶
務
係　

内
線
２
１
１

　

富
岡
消
防
署
甘
楽
分
署
庁
舎
建
設
工
事

（
発
注
者 
富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振
興

整
備
組
合
）の
地
鎮
祭
が
４
月
25
日
、
旧

甘
楽
第
一
中
学
校
跡
地（
小
川
）で
行
わ
れ

ま
し
た
。
町
か
ら
は
、
同
組
合
副
理
事
長

の
茂
原
町
長
や
同
組
合
議
会
議
員
、
地
元

区
長
な
ど
が
出
席
し
、
工
事
の
無
事
を
祈

願
し
ま
し
た
。

　

分
署
庁
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

２
階
建
て
で
、
来
年
４
月
に
開
署
予
定
で

す
。
火
災
や
救
急
の
際
の
出
場
の
ほ
か
、

地
域
防
災
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

金  婚  式  名  簿
　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

　結婚50周年（金婚式）
を迎えたご夫婦に慶祝状
と記念品を贈呈しました。
おめでとうございました。

金金
婚婚

氏　名 夫
妻 地　区

古　舘 行　雄
百合子 天　引

飯　塚 守　悅
喜久代 金　井

飯　塚 満　洋
美知代 秋　畑

飯　塚 德　翁
勝　子 秋　畑

田　村 哲　行
雅　子 天　引

吉　田 清
武　子 福　島

玉串拝礼を行う茂原町長（左から２人目）と町関係者

委 員 紹 介（敬称略）

監査委員（議会推薦）

任期　令和元年５月８日から
　　　令和５年４月26日まで

退
任
防
犯
委
員

　
　
　

 　

感
謝
状
受
賞
者

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地区支部長に町長より委嘱状が手渡されました

甘
楽
分
署
庁
舎
建
設
工
事
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た 　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■ 

企
画
課
財
政
係　

内
線
２
４
３

町政の動き
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町
で
は
、
経
費
節
減
と
二
酸
化
炭
素
排

出
量
削
減
の
た
め
、
使
用
電
力
量
削
減
を

目
標
に
次
の
と
お
り
取
り
組
み
ま
す
。

　
１ 　

５
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
ク
ー

ル
・
ビ
ズ
を
実
施
し
ま
す
。

２ 　

冷
房
の
設
定
温
度
は
28
℃
と
し
ま
す
。

３　

蛍
光
灯
の
削
減
を
継
続
し
ま
す
。

４　

緑
の
カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

５ 　

パ
ソ
コ
ン
、
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
の
電

源
を
こ
ま
め
に
切
る
よ
う
心
掛
け
ま
す
。

６ 　

夜
間
就
業
時
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
気
ス
タ
ン

ド
利
用
を
推
奨
し
ま
す
。

７ 　

役
場
本
庁
舎
、
文
化
会
館
は
デ
マ
ン

ド
監
視
制
御
装
置
に
よ
り
最
大
電
力
量

を
制
御
し
ま
す
。

８ 　

会
議
な
ど
の
通
知
に
ク
ー
ル
・
ビ
ズ

の
協
力
依
頼
を
記
入
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
期
間
・
納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
人
ヘ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ 

■ 

住
民
課
住
民
係　

内
線
２
６
４

青少推

「
あ
り
が
と
う
」　

も
っ
と
で
き
る
よ　

お
手
伝
い　
（
小
幡
小
５
年　

西
有
優
惺
）

い
つ
だ
っ
て　

家
族
み
ん
な
が　

お
う
え
ん
だ
ん　
（
新
屋
小
５
年　

加
部
桧
和
子
）

　

甘
楽
町
青
少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会
が

平
成
30
年
度
に
募
集
し
た「
家
庭
の
日
」標
語
の

優
秀
賞
作
品
で
す
。（
学
年
は
30
年
度・敬
称
略
）

毎月
第１日曜日
家庭の日

節
電
対
策 　
　
　
　
　
　
　
■ 

総
務
課
庶
務
係　

内
線
２
１
１

→ 

４
月
26
日
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
用
の

ネ
ッ
ト
を
設
置
し
、
ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
植
え

ま
し
た（
役
場
本
庁
舎
東
面
）

保
険
料
の
追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す

〜
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
を

　
　
　
　
　

    

実
施
し
て
い
ま
す
〜

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除（
全
額
免

除
・
一
部
免
除
）・
納
付
猶
予
・
学
生
納

付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
に
つ
い

て
は
、
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要

な
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

老
齢
基
礎
年
金
の
受
け
取
る
年
金
額
は
、

保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
よ
り
も

少
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
期
間
は
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付（
追
納
）す
る

こ
と
が
で
き
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け

た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年

度
目
以
降
に
追
納
す
る
と
、
当
時
の
保

険
料
額
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
早
め
の
追
納
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

　

追
納
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
住
民
係
ま

た
は
高
崎
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

〈
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〉

　
● 

年
金
手
帳

　
● 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の

　
● 
認
め
印

 

注
意
事
項 

・ 

申
し
込
み
に
よ
り
、
納
付
書
が
郵
送
さ

れ
ま
す
の
で
、
送
ら
れ
た
納
付
書
で
支

払
い
を
し
て
く
だ
さ
い（
口
座
振
替
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
）。

・ 

承
認
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、
原
則
古
い

期
間
の
も
の
か
ら
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　

高
崎
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
７（
３
２
２
）４
２
９
９
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平
成
31
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
を
決
定

　

平
成
31
年
度
の
社
会
福
祉
法
人
甘
楽
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
重
点
目
標
・

収
支
予
算
が
、
３
月
22
日
の
理
事
会
、
３
月
29
日
の
評
議
員
会
で
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

承
認
さ
れ
た
重
点
目
標
・
収
支
予
算
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1 

社
会
福
祉
協
議
会
の
基
盤
の
拡
充
強
化
を
図
り
、
組
織
の
充
実
・
財
源

の
確
保
（
賛
助
会
員
な
ど
）
お
よ
び
事
務
の
円
滑
化
を
図
り
ま
す
。

　
　２ 

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
入
浴
施
設
）、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
、
か

ん
ら
学
童
保
育
所
な
ど
の
施
設
が
広
く
住
民
に
親
し
ま
れ
、
効
率
的
に
利

用
さ
れ
る
よ
う
創
意
と
工
夫
を
こ
ら
し
て
事
業
の
推
進
に
あ
た
り
ま
す
。

３ 

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
町
受
託
事
業
に
つ
い
て
、

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
真
心
サ
ー
ビ
ス
に
徹
し
、
事
業
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

４ 

地
域
福
祉
の
充
実
を
図
る
に
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
の
拡
充
を
推
進
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興
を
図
り
、
団
体
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

５ 

各
種
相
談
事
業
、
調
査
、
情
報
提
供
、
研
修
会
な
ど
を
広
く
開
催
し
、

自
立
と
連
帯
に
基
づ
い
た
地
域
社
会
づ
く
り
を
実
践
し
ま
す
。

６ 

学
校
教
育
お
よ
び
社
会
教
育
分
野
な
ど
の
連
携
を
密
に
し
、
福
祉
教

育
・
啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

　

振
興
を
図
り
、支
援
し
ま
す

重
点
目
標

収
支
予
算
の
概
要

●   

社
会
福
祉
事
業

敬
老
事
業
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
共

同
募
金
事
業
、
学
童
保
育
所
、
介
護
保
険
事

業
（
居
宅
介
護
・
通
所
介
護
）
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

● 

公
益
事
業

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
入
浴
施

設
）、
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
あ
ゆ
み
の
管
理
運
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。

多くのボランティアの皆
さんが、さまざまな事業
で活躍しています。

収　　入 支　　出

科　目 予算額 科　目 予算額

会 費 265 人 件 費 7,404

寄 付 金 30 事 業 費 1,061

補 助 金 1,245 事 務 費 487

受 託 金 851 共 同 募 金 336

事 業 収 入 591 助 成 金 38

介護保険事業 5,190 予 備 費 12

そ の 他 2,610 そ の 他 1,444

合 　 計 10,782 合 　 計 10,782

（単位：万円）

収　　入 支　　出

科　目 予算額 科　目 予算額

受 託 金 2,572 人 件 費 1,118

事 業 収 入 404 事 業 費 970

そ の 他 55 事 務 費 943

合 　 計 3,031 合 　 計 3,031

（単位：万円）

社会福祉協議会だより社会福祉協議会だより社会福祉協議会だより 第155回
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共同募金の使いみち
　共同募金運動の事業費は合計 2,898,895 円でした。地域福祉事業に 822,895 円（地
域活性化促進事業など）、歳末たすけあい事業に 2,076,000 円（自立支援世帯など）に
それぞれ配分され、下表のとおり各種事業や慰問金として使用しました。

7 

事
業
者
と
し
て
、
介
護
保
険
事
業
お
よ
び
支
援
費
制
度
に
基
づ
く
介
護

支
援
事
業
の
健
全
な
運
営
を
図
り
ま
す
。

８ 
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置
に
よ
り
、
介
護
予
防
、
日
常
生

活
支
援
事
業
な
ど
の
総
合
支
援
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

老
連
愛
好
会
ゴ
ル
フ
大
会

　

第
８
回
町
老
連
愛
好
会
ゴ
ル

フ
大
会
が
５
月
10
日
、
関
越
ハ

イ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開

か
れ
ま
し
た
。
新
ペ
リ
ア
方
式

で
行
わ
れ
、
会
員
62
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

上
位
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

　

優　

勝 

大
河
原
知
弘（
金
井
）

　

準
優
勝 

山
﨑
幸
一
郎（
庭
谷
）

　
第
３
位 

古
舘
岳
雄（
天
引
）

地域福祉事業

地域活性化促進事業 60,000円

社 協 だ よ り 発 行 97,065円

ボランティア活動推進 237,830円

ひとり親入学等祝金支給 200,000円

おもちゃ図書館運営助成 50,000円

高齢者親睦交流事業 178,000円

合　　　計 822,895円

甘
楽
町
敬
老
会
の
お
知
ら
せ

　

今
年
で
61
回
目
を
迎
え
る
敬
老

会
の
開
催
日
程
が
決
定
し
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ご
招
待
の
皆
さ
ん
や
関
係
者
に
は
、

後
日
通
知
し
ま
す
。

　

会
場
は
、
町
文
化
会
館
で
す
。

福
島
・
新
屋
地
区
の
皆
さ
ん

９
月
10
日
（
火
）
午
前
９
時
30
分
〜

小
幡
・
秋
畑
地
区
の
皆
さ
ん

９
月
11
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
〜

昨年の敬老会は、２日間で
約 800人の皆さんに参加
していただきました。

ミニデイサービス（いきい
きクラブ）では、３月下旬
に小幡へ出かけました！

社会福祉協議会 74-5700

歳末たすけあい事業

自 立 支 援 世 帯 19件 228,000円

準 要 保 護 世 帯 27件 324,000円

在 宅 介 護 者 世 帯 6件 72,000円

重度身体障がい児者 92件 1,104,000円

重度心身障がい児者 8件 96,000円

重度知的・精神障がい者 21件 252,000円

合　　　計 173件 2,076,000円

広報かんら／2019.6.111
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学校教育
　　 充実のために

甘楽町教育長
　　　　近藤　秀夫

　

４
月
１
日
、
平
成
31
年
度
に
入
り
、
５

月
１
日
、
令
和
元
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
改
め
て
変
化
の
激
し
い
こ
れ
か

ら
の
社
会
の
中
で
、
新
し
い
令
和
の
時
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
個

性
を
磨
き
、
自
立
し
て
、
た
く
ま
し
く
生

き
て
い
け
る
力
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
を
強
く
し
て

い
ま
す
。

　

さ
て
、
教
育
委
員
会
で
は
、
そ
の
よ
う

な
「
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
育
む
」
学

校
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
今
年
度
新

た
に
い
く
つ
か
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

一
つ
は
、「
小
学
校
と
中
学
校
の
連
携
」

の
推
進
で
す
。

　

以
前
か
ら
義
務
教
育
９
年
間
を
見
通
し

た
教
育
の
大
切
さ
が
課
題
と
な
り
、
学
習

指
導
や
生
徒
指
導
な
ど
で
連
携
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
小
・
中
学
校
の
連
携
を
よ
り

一
層
推
進
し
、
町
の
児
童
生
徒
を
小
・
中

学
校
全
体
で
育
て
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
現
在
、
小
学
校
で
行
わ

れ
て
い
る
外
国
語
活
動
（
英
語
）
が
来
年

度
か
ら
正
式
に
始
ま
る
小
学
校
５
・
６
年

の
教
科
「
外
国
語
（
英
語
）」
と
３
・
４
年

の
「
外
国
語
活
動
（
英
語
）」
と
し
て
実

施
さ
れ
る
の
を
受
け
、
小
学
校
の
教
諭
が

ほ
か
の
小
学
校
や
中
学
校
で
授
業
を
し
た

り
、
中
学
校
の
教
諭
が
小
学
校
に
指
導
に

行
っ
た
り
す
る
こ
と
で
小
・
中
学
校
の
つ

な
が
り
の
あ
る
学
習
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
生
徒
指
導
に
つ
い
て
も
連
携

を
強
化
し
、
情
報
交
換
や
共
通
理
解
を
図

り
、
９
年
間
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
指
導

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
「
学
校
司
書
」
を

任
用
し
ま
し
た
。

　

学
校
の
教
育
活
動
全
般
を
支
え
る
学
校

図
書
館
と
し
て
、
学
校
司
書
の
専
門
性
を

い
か
し
、
町
内
４
校
の
学
校
図
書
館
の
蔵

書
の
整
備
や
授
業
支
援
、
町
の
図
書
館
と

の
連
携
し
た
読
書
活
動
な
ど
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
福
島
小
学
校
に
「
言
語
指
導

教
室
（
こ
と
ば
の
教
室
）」
を
開
設
し
ま

し
た
。

　

言
語
指
導
教
室
は
、
こ
と
ば
に
つ
い
て

心
配
や
不
安
の
あ
る
児
童
が
、
週
に
１
回

程
度
教
室
に
通
っ
て
、
専
門
的
な
個
別
指

導
を
受
け
る
こ
と
で
小
学
校
生
活
を
す
こ

や
か
に
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援

す
る
教
室
で
す
。
甘
楽
町
の
児
童
は
、
今

ま
で
富
岡
小
学
校
の
「
こ
と
ば
の
教
室
」

に
長
年
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

以
上
、
３
つ
の
取
り
組
み
を
紹
介
い
た

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
甘
楽
町
の
子
ど
も
た
ち
の
教

育
に
対
し
ま
し
て
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
支
援
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
教
育
の
ひ
ろ
ば
」が

　

   

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
「
教
育
の
ひ
ろ
ば
」で
は
各
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
あ
る
取

り
組
み
を
先
生
方
が
紹
介
し
、
元
気
な

子
ど
も
た
ち
の
姿
を
お
伝
え
し
て
い
き

ま
す
。

　

教
育
に
対
す
る
ご
意
見
や
思
い
を
つ

づ
っ
た「
提
言
」、
教
育
相
談
部
の
相
談

員
に
よ
る「
教
育
相
談
」の
コ
ー
ナ
ー
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
、
現
在
の

教
育
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

小学校の外国語活動（英語）
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　福島小の言語指導教室では、通級での指
導のほかに、学童や幼児の「ことばの相談」
を受け付けています。お子さんの「ことば」
で心配がある人は、まず電話でご連絡くだ
さい。そのときに相談の日時をお知らせし
ます。
　福島小学校　言語指導教室
　☎090（2238）8704（教室直通）
　不在のときは、学校代表☎（74）3136
（平日 午前８時15分～午後４時45分）へ
ご連絡ください。

◎日　時
　原則として毎週火曜日　午後３時10分～４時30分（無料）
　(事前に電話予約をしてください)
◎場　所　甘楽町公民館　２階　小会議室
◎対　象　町内の幼稚園・保育園および
　　　　　小・中学校の子どもの保護者
◎申込み・問合せ
　学校教育課学校教育係　☎（74）3131・内線511
　または福島小学校  言語指導教室でも受け付けています。

　お子さんに関する心配ごとや悩みごとがありましたら、
お気軽にお出かけください。
　教育相談部の相談員がお話を聞き、お子さんにあった解
決方法を一緒に考えていきます。秘密は厳守されますので、
安心してご相談ください。

教育相談室のご案内

心
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

　
皆
さ
ん
は
、「
心
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
」

を
お
持
ち
で
す
か
。
生
活
し
て
い

て
、
力
を
出
し
た
い
場
面
で
聴
い

た
り
口
ず
さ
ん
だ
り
す
る
曲
の
こ

と
で
す
。ア
ス
リ
ー
ト
の
人
た
ち
が
、

自
分
の
試
合
の
前
な
ど
に
決
ま
っ

た
曲
を
聴
い
て
、
集
中
力
を
高
め

気
持
ち
を
奮
い
立

た
せ
る
の
は
有
名

で
す
ね
。

　

私
た
ち
も
、
日

常
生
活
の
中
で
強

い
気
持
ち
が
必
要

に
な
る
場
面
が
あ

り
ま
す
。
仕
事
や

勉
強
で
頑
張
る
と
き
、
悲
し
い
こ

と
や
悩
み
ご
と
が
あ
る
と
き
。
強

い
気
持
ち
が
持
て
れ
ば
、
一
歩
前

進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
然

に
強
い
力
が
湧
い
て
く
れ
ば
い
い

の
で
す
が
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
と
き
、「
心
の
テ
ー
マ
ソ
ン

グ
」
は
自
分
の
力
の
源
に
な
っ
て
く

れ
ま
す
。
ま
だ
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
が
な
い
人
は
、

い
ろ
い
ろ
な
曲
を
聴

い
て
、
自
分
の
心
に
響
く
テ
ー
マ
ソ

ン
グ
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

で
も
、
心
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
聴

い
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
と
き
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

と
き
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
だ
れ

か
に
話
す
だ
け
で

も
気
持
ち
が
軽
く

な
っ
た
り
、
解
決

の
糸
口
が
見
え
て

き
た
り
す
る
こ
と

も
あ
る
の
で
す
。

　

甘
楽
町
の
教
育

相
談
室
で
は
、
心

配
ご
と
や
悩
み
ご
と
が
あ
る
と
き
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
や
子
ど
も
た
ち

の
話
し
相
手
に
な
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
、

子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
成
長
で
き

る
よ
う
、
お
手
伝
い
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

教育相談室教育相談室
◆問合せ・相談申込◆問合せ・相談申込
学校教育係学校教育係
またはまたは

言語指導教室言語指導教室

ことばの相談のご案内

広報かんら／2019.6.113



昨年度の相談件数は110件でした

ハイ！こちら消費生活センターですハイ！こちら消費生活センターです

相談件数 110

販
売
形
態

訪問販売 11
電話勧誘販売 6
通信販売 18
店舗購入 6
その他 69

…甘楽町消費生活センター…
相談は…月曜日～金曜日　午前9：00～午後５：00
　　　　役場 西庁舎1階　 相談は無料です 

相談専用電話・FAX
あなたの相談に　み　み　を　む　けます

７４－３３０６

平成30年度消費生活相談件数
相談の特徴
・ 利用した覚えのないサイト利用料の請求など「架空請求」の
相談が増加傾向にあります。
・ 相談者の年齢割合は、70歳以上が35％で各年代の中で最
も高くなっています。

このうち、「架空請求はがき」の相談が55件で、相談件数
全体の半分を占めました。

　
　

  　

年 　

齢

20歳代 ４％
30歳代 2％
40歳代 13％
50歳代 8％
60歳代 33％
70歳以上 35％
不明 5％

相談者年齢内訳比率

休日は、全国
共通の消費者
ホットライン

☎1
いやや

88へ

６月は県の廃棄物適正処理推進強化月間です

vol.121

環 境 保 健 協 会 か ら の お 知 ら せ

　夜間や早朝に、山間部など人目につかないところで、ごみ
の投棄を繰り返す、悪質な不法投棄が発生しています。
　不法投棄を見かけたら、「早期発見・早期撤去」のため、早
めの通報にご協力をお願いします。

●群馬県廃棄物110番

■問合せ先　住民課環境係　内線269

vol.80

フリーダイヤル

０１２０－８１－５３２４

提 供 内 容
◉現場はどこですか？
◉廃棄物の種類は何ですか？
◉捨てた人を見ましたか？
　（不明の場合は不要です）

不法投棄に注意しましょう！
廃棄物
110番

ハ　 イ ゴ　 ミ　ツー ホー

●西部森林環境事務所廃棄物係 ☎027ｰ323ｰ5530

＜通報先＞

町政の動き
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総務課行政係　内線213・214

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

総務課行政係　内線213・214

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

…町発足60周年記念事業

17区が２連覇！ 福島地区運動会
　第37回福島地区運動会（福島地区区長会・体育協会福島支部主催）が
５月19日、福島小学校校庭で開かれました。680人が参加し、玉入れ・
綱引き・リレーなどの区対抗競技や子育連主催の大玉転がし、オープン競
技のパン食い競争などで心地よい汗を流しました。結果は次のとおりです。
　◎ 優勝 17区　○準優勝 20-2区　◇第３位 21区

↑ バトンをつなぎ、全力で走り抜けた
年代別リレー

白球でつながる　北区交流ママさんバレー
　町と友好都市・東京都
北区とのママさんバレー
ボール交流が５月11日、
甘楽町体育館で行われま
した。
　各４チーム、約90人に
よる交流試合では、笑顔
あふれる和やかなムード
の中、白熱した戦いを展
開し、長年続く友情の絆
をさらに深めました。

←得点２倍！団結力を発揮した綱引き

→ 
息
を
合
わ
せ
て
、
み
ん
な
で

ジ
ャ
ン
プ
！
集
団
縄
跳
び
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地道な活動で地域に貢献　群馬県総合表彰
　本年度の群馬県総合表彰
受賞者が５月３日に発表され
ました。地方自治や文化、福
祉、農業など24の分野から
130人、３団体が選ばれ、５
月16日に群馬会館（前橋市）
で表彰式が行われました。
　町関係では、国際交流分
野からNPO法人 自然塾寺
子屋（小幡・矢島亮一理事
長）、商工分野から横山孝明
さん（金井）、警察分野から
久保喜由さん（白倉）が受
賞しました。

◆久保喜由さん（富岡警察署少年補導員連絡会長）
　昭和58年に県少年警察協助員（現在：少年補導員）に委嘱され、街頭補導活動
など、青少年の健全育成と非行防止活動に尽力し、明るい社会づくりに寄与され
ました。平成９年から同連絡会副会長、平成27年から会長を務められています。
久保さんは「会員の皆さまの支援をいただいての受賞です。これからも地域の子
どもたちの健やかな成長を願い、微力ながら取り組む所存です」と話されました。

◆NPO法人  自然塾寺子屋（地域に根ざした国際協力活動）　
　平成13年の設立以来、「農村から世界の未来を育てる」というビジョンのもと、
世界の人が行き交う学びやを地域の人々とともにつくりあげ、甘楽町と世界、農
村と都市、子どもたちとシニア世代を結ぶ活動を住民と一体となって展開してき
た活動が認められました。矢島理事長は「外国人の受け入れなど、色々な人に学
ぶ機会をいただき感謝しています。甘楽町の人たちの代わりに受け取ったものと
考えています」と話されました。

【国際交流】

【商工】

【警察】

横山さんと まゆ美夫人

久保さん

◆横山孝明さん（町商工会長）　
　平成３年に商工会理事に就任し、副会長を経て、平成27年６
月に商工会長に就任されました。会員のための補助事業を推進し、
長年にわたり商工業の発展や地域振興に尽力された功績が認め
られました。横山さんは「この賞は、私個人ではなく関係皆さ
まのご理解とご協力のおかげと感謝申し上げます。これを励み
にさらに地域振興のため活動していきたい」と話されました。

大澤群馬県知事、茂原町長と出席者（右は自然塾寺子屋の矢島
理事長、左から２番目が自然塾寺子屋の森事務局長）
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涼を楽しむ　コケ玉作り教室
　甘楽町鉢植クラブ（田中宏一会長・会員
39人）は５月11日、ら・ら・かんらでコ
ケ玉作り教室を開きました。
　参加した30人は、田中会長の指導のもと、
同クラブ会員の協力を得て、コナラやモミ
ジ、ヤナギなどを主木に植え込んだ盆栽コ
ケ玉を作りました。
　２回目の参加という堀越寛子さん（金井）
は「麻ひもできつく巻くのが難しかったけ
れど、かわいいコケ玉ができた。涼しそうで、
家に飾るのが楽しみ」と話していました。会員にコツを教えてもらいながら、コケ玉作りを楽しむ参加者

笑顔の夏に　県高校総体選手宣誓 三浦さん
　第54回群馬県高校総体が開幕し、開会式が５月10日に正田醤油ス
タジアム群馬（前橋市）で開かれました。
　三浦玲央さん（福島・高崎高校３年）は、県内82校の選手を代表
して、選手宣誓を務めました。三浦さんは、各校の旗手に囲まれた宣
誓台の上で、「新しい時代の幕開けとなる大会が最高の笑顔で満たされ
るよう、支えてくださった家族や先生方、そして切磋琢磨し合った仲
間たちとともに正々堂々全力でプレーすることを誓います」と力強く
宣誓しました。
　会場に堂々とした声を響かせた三浦さんは「大役をしっかり終える
ことができて、ホッとしています。大会へ向けてのスイッチも入れ替
わって、気合いが入ったので良かったです」と話しました。
　昨年インターハイ３位の結果を残した三浦さんの出場する水泳競技
（背泳ぎ）は８月。高校最後の夏の大会で、悔いを残さず笑顔で終わ
ることを誓う三浦さんの活躍が期待されます。

　甘楽町パッチワーク愛好会（大小原美智子会
長・会員27人）の第６回パッチワーク展が５月15
日～19日、町文化会館で開かれました。隔年で開
いている今回の展示では、「『くまのがっこう』の生
徒たち」をモチーフにした手提げかばんや「ハウ
ス（家）」をテーマにしたバッグやタペストリーな
ど個性的な作品が並びました。大小原会長は「皆
さんの協力のおかげで温かみのある作品がたくさ
ん並び、盛大に開催できました。このような展示
ができる会場が町にあることにも感謝しています」
と話されました。

手作りの温もり　パッチワーク展

時間をかけて作った作品が並ぶパッチワーク展
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ジュニアソフトテニス　全国・関東大会へ

左から　佐野（前列）・岩井ペア、渡邊くん、大河原（後列）・
森平ペア

　第36回全日本小学生ソフトテニス選手権大会県
予選会兼第38回関東小学生ソフトテニス選手権大
会（高学年の部）県予選会が５月３日、前橋総合運
動公園Gスポーツテニスコートで開かれました。
（関東大会の低学年の部県予選は４月21日、庚申山
総合公園テニスコート(藤岡市）で開催）
　高学年の部で、甘楽町ジュニアソフトテニスク
ラブ（外所淳也代表）の佐野天音さん・岩井陽菜乃
さんペアが女子２位、大河原 兜くん・森平蓮心く
んペアが男子５位に入賞し、低学年の部では、渡
邊惺矢くんがダブルスで男子３位に入賞しました。
　５人は関東大会(7/6・7 埼玉県熊谷市、9/16 茨
城県神栖市）へ、佐野・岩井ペアは全国大会（7/25
～28 栃木県那須塩原市）への出場も決めました。

新屋イーグルスが優勝！
　町発足60周年記念・第41回甘楽町春
季少年野球大会が５月11日、甘楽野球
場で開かれました。大会結果および個人
賞は次のとおりです。（敬称略）
◇優　勝 … 新屋イーグルス（右写真）
　準優勝 … 福島ガッツ　
　第３位 … 小幡ロイヤル
◆最優秀選手賞 … 中野圭悟（イーグルス）
　殊勲賞 ………… 神戸幸樹（イーグルス）
　敢闘賞 ………… 伊藤悠真（ガッツ）
　敢闘賞 ………… 小金澤遥香（ロイヤル）

　仲條智久さん（国峰）は、平成30年11月に群馬県空手道連盟の高段位
審査を受審され、空手道五段に昇段しました。
　10代後半で空手を始め、20歳で初段、25歳で三段を取得した仲條さ
んは、40年以上のブランクを経て稽古を再開し、２年前に四段、昨年71
歳で見事五段に合格しました。
　仲條さんは現在、自宅の道場で空手の練習に励み、週２回は、富岡市
の道場で小中学生の稽古の指導にも尽力されています。
　仲條さんは「空手は面白い。今日より明日、明日よりもっと先にという
気持ちで上達を目指し、できる限り続けていきたい。子どもたちにも目
標を持って頑張ることの大切さを伝えていきたい」と話されました。

さらなる上達を目指して
　　　　空手道五段　仲條さん
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いきいき
クラブ

◆代表者　山田悦子（小幡）
◆会員数　30人
◆設立年　昭和56年

　会は群馬県弓道連盟甘楽支部としても認定さ
れています。会員は弓道を楽しむ中、定期的に
昇段審査を受けたり、さまざまな大会にも挑戦
しています。毎年さくら祭りの際に弓道体験教
室を開き、その後、定期的に初心者弓道教室を
開催しています。

　弓道は誰でも楽しめるスポーツです。健康のた
めに軽い運動をしたいと思っている人、「弓道って
かっこ良いなあ。１回やってみたいなあ」と思って
いる人など、少しでも関心のある人は、山田代表
（☎090・1429・4016）へ連絡、または練習日に
気軽にお立ち寄りください。お待ちしています。

　毎週火・木・日曜日の午前10時～正午、また、
毎週火・木曜日の午後６時30分～８時30分を
定期練習日としています。弓道場は、楽山園の
西側にあり、木々に囲まれた美しい環境の中で、
個人・団体練習を行っています。

　冴えた弦音と矢が的に当たったときの音を聞く
のは弓道の醍

だ い ご

醐味ですが、半分当たるようになって
ようやく一人前になったといわれるほど、奥深いの
が弓道です。お茶を飲みながらの「もぐもぐタイム」
をはさんで、和気あいあいと練習に励んでいます。

住民の皆さんに一言

クラブの特徴

今後の予定・目標など

活動内容

甘楽町弓道愛好会

『いきいきクラブ活動紹介』では町内で活動する文化および
体育協会登録団体のクラブ活動を紹介します。

射場から見渡す四季の景色は県下No.1４月の月例射会はしだれ桜の下で

活動紹介
vol.47

「正射必中」といわれているのですが、
果たして結果は？
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梅
雨
時
の

交
通
事
故
防
止
！

材料（茶碗５杯分）
米 ２合
玉ネギ 中１個
しょうが 20g
かつお節パック 2袋（５g）
しょうゆ 小さじ１
塩 ひとつまみ
ごま 少々

【１人分239kcal  食塩相当量：0.3g】

■作り方
❶ 玉ネギは皮をむいて薄切りにする。しょうがはみじん
切りにする。

❷ 米をとぎ、通常の量の水を入れる。
❸ 炊飯器に①とかつお節を入れて通常通り炊く。
❹ 炊き上がったら全体を混ぜ、しょうゆと塩で味を整え
る。
❺ 茶碗に盛り、ごまを振りかける。

レシピ
紹介

炊飯器にお任せで玉ネギがとろっと
甘く仕上がります。

玉ネギご飯

しょうがとかつお節の
シンプルな味付け
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NEW▶▶▶ 図書館に新しく入った本甘楽町図書館
開館　午前９時～午後７時
（70）4660
rarakanra@town.kanra.lg.jp

▶ 今年もつくりました！読書通帳

［　お誕生おめでとう　］
氏　名 保護者 区 大　字

瀬間 日
ひ の り

乃莉 優　介 15 福　島

齋藤　　詩
うた

駿 20-1 福　島

小田島 彩
あや の

乃 基　之 27 造　石

◎お名前は常用漢字・現代かなを使用させていた
だきます。
◎戸籍の欄に掲載を希望されない人は届出の際に
窓口にお申し出ください。

  4月16日～
  5月15日届出

（敬称略）

世
帯

5,030
(+10)

人
口
13,167
(△18)

男 6,525
(△7)

女 6,642
(△11)

4月30日現在
（前月末比）

　30冊読んで、記録して、
「ちょっぴりプレゼント」と交
換しましょう！何がもらえる
かは、お・た・の・し・み♪

［　お悔やみ申し上げます　］
氏　名 年齢 届出人 区 大　字

中山　里一 86 浩　司 １ 小　幡

髙麗　花子 92 高麗今朝雄 ６ 国　峰

髙橋　和子 66 正　行 ７ 善慶寺

宇佐美 ツネ 96 宮　一 12 秋　畑

山田　 子 82 勉 15 福　島

岩瀬　榮子 86 竹内貴雄 19 小　川

井上　順一 85 和　彦 20-1 福　島

時澤　和市 86 一　郎 25 天　引

八木　征男 77 ミヱ子 26 金　井

▶お知らせ
【６月の休館日】
３日（月）、10日（月）、17日（月）、24日（月）

先月号の訂正
広報かんら５月号P10・11「町の事務機講
と所属職員」は、「町の事務機構と所属職員」
の誤りです。お詫びして訂正します。

１　バムとケロのおかいもの　島田 ゆか 作
２　国旗と地図　フレーベル館
３　アンパンマンをさがせ！BLUE　やなせ たかし 原作
４　だるまさんと　かがくい ひろし 作
５　おまえうまそうだな　宮西 達也 作絵

▶ 平成30年度多くの人に読まれた本
（貸出ベストリーダー）

１　かがみの孤城　辻村 深月 著
２　蜜蜂と遠雷　恩田 陸 著
３　魔力の胎動　東野 圭吾 著
４　やめてみた。わたなべ ぽん 著
５　おらおらでひとりいぐも　若竹 千佐子 著

一般書

児童書

ポ
ル
シ
ェ
太
郎

羽
田 

圭
介 

著
／
河
出
書
房

新
社

心
音

乾 
ル
カ 

著
／
光
文
社

芥川賞作家の超話題作。 心臓移植手術を受けた少女
の人間ドラマ。

思
わ
ず
考
え
ち
ゃ
う

ヨ
シ
タ
ケ 

シ
ン
ス
ケ 

著
／

新
潮
社

お
い
し
い
お
は
な
し

子
ど
も
の
物
語
と
レ
シ
ピ
の
本

本
と
ご
ち
そ
う
研
究
室 

著
／

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社

おなじみ絵本作家の初エッ
セイ集。

おはなしにまつわる40の
レシピ。

鹿
の
王　

水
底
の
橋

上
橋 

菜
穂
子 

著
／

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

き
ょ
う  

な
に
し
て
た
？

は
ま
の 

ゆ
か 

作
／
あ
か
ね
書

房

『鹿の王』の、その先を描
いた命の物語。

いちにちを、あたたかく
えがいた絵本。

No image

No image

No image

No image

No image

No image
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　甘楽ふるさと農園のひつじ公園では、５月16日に恒例の
羊の毛刈りを行いました。同農園管理組合（吉田恭一組合
長）と町職員のほか、町と産学連携協定を
締結している富岡実業高校・生物生産科の
３年生11人も参加して、14頭の羊の毛を
バリカンで刈りました。厚いウールを脱い
だ羊たちはすっきり軽やかになりました。
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24時間

【例えばこんな使い方】
・故人を自宅に安置できない
・家族葬や直葬を行いたい
・取り急ぎ病院から搬送したい
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・故人を自宅に安置できない
・家族葬や直葬を行いたい
・取り急ぎ病院から搬送したい

【主な取扱店】
おおるい甘楽葬祭 ☎0274（74）4691
㈲佐俣葬儀造花店 ☎0274（74）2627
葬 儀 の 堀 込 屋 ☎0274（67）7882

【主な取扱店】
おおるい甘楽葬祭 ☎0274（74）4691
㈲佐俣葬儀造花店 ☎0274（74）2627
葬 儀 の 堀 込 屋 ☎0274（67）7882 ㈱セレプランニング

☎0274（64）9900
http://cerepla.com

㈱セレプランニング
☎0274（64）9900
http://cerepla.com

もみじ平公園入口

セレハイツ富岡

富岡バイパス

ワンダーGoo

ベイシア

かぶら聖苑方面 Ｎ

滞在型セレモニー施設滞在型セレモニー施設

富岡市黒川1001-1 

広　告

●大人男性　
　前売り￥4,000　当日￥4,500　
●大人女性・高校生・中学生
　前売り￥3,500　当日￥4,000
●３歳～小学生　￥1,500

夏はやっぱり

富岡市富岡245－1
　　TEL 0274－64－3636

６/28（金）～９/1（日）
　毎週月・火曜日は定休日
　毎週水曜日はステーキ食べ放題
前売りチケット好評発売中！
飲み放題・食べ放題

ビアバイキングビアバイキング
（
税
込
）

予約
受付中

6/22（土）・23（日）プレオープン！

ホテル内ビアホール

高崎市並榎町144-5

白アリ0120－01－6481
ム シ ハ イチバン

初めての毛刈りに挑戦

● 川島結衣さん（福島）
「押さえるのが大変だった
けれど、羊がケガしないよ
うに気をつけて、無事に
毛刈りができた」

  毛刈りを体験した生徒の感想 

● 金澤美波さん（白倉）
「バリカンの刃をどこまで
入れるかなど戸惑うことも
あったが、普段体験できな
いことを経験できた」

 羊の衣替え 　

さっぱり夏仕様♪

～夏に備えて～～夏に備えて～
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